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e=0ではない励起子が相当励起される過 程 が あるのかもしれない｡
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ここでV.A･Gergelらの古い論文を紹介しよう｡これは励起子が斥力の弱い
相互作用をしているとして､それによって発生する励起モードの量子の励起を
伴う発光線から､BECを見つけようというものであり､今後もっと実験的な検
証を試みる価値があるように思える｡
V.A.Gergel,R.F.Kazarinov,andR.A.Suris,inProceedingson9thI.C.on
SemiconductorPhysicsvol.1.,Moscow,1968,
"ODLbepvopeTb'6SOfLhelow血 sL'tyLbs6-Ehsteh CbndensateofLbeeXdtODS血
seR71'Cα】ductoL:S"
最後に､亜酸化銅に先立ちBECを探した筆者らのCuCl結晶での励起子分
子の実験を紹介しよう｡考え方は励起子の場合とほとんど同じである｡亜酸化
銅の場合と異なり､励起子間には引力が働き､励起子分子が安定に作られる｡
この励起子分子を2光子励起してe=0の冷たい励起子分子を作ったのである｡
この場合､e=0の粒子が二つの励起子ポラリトンに分解する過程が利用される.
この光学信号は通常は位相共役波というもので､この強度はe=0の励起子分子
の数に比例する｡結果の子細はここでは示さないが､£=0の励起子分子の数を
この信号で監視しながら､熱い励起子分子を別の光で供給すると､全体の粒子
の数がその温度での臨界密度に遷したときに､信号強度が100%増大し､そ
のスペクトルも鋭くなる｡これは蓮尾による多数の試料で繰り返し行われた粘
り強い実験から明らかになったことである｡
M･HasuoandN.Nagasawa,in"Lbser血 steha ndeDSadod'Eds.A.Griffin,D.W.Snoke
andS.Stringari,QunbridgeUniv,Press,1995
uBBC血BL'exdlons血αCP'.
この現象は単に数が増えただけでなく､そこにコヒー レンスが増強された
と見ることが出来るのか重要である｡BECに関連させてコヒー レンスとのかか
わりを実験事実に基づいて議論したのは､これが初めてではないかと思われる｡
BECでは単に8=0に沢山の粒子が集まるというのではなく､それが位相が定義
できる一つのコヒー レントな量子状態になることが本質的であるということを
この実験は改めて意識させることになった｡また､Gergelらが評価しているよ
うに､BECができると不純物による粒子の散乱効率が変化し､ちょうど光にお
けるレイリー 散乱と類似の機構と形態をもつ光が発生することが予想されてい
る｡これらの状況は蓮尾らの実験との関係で興味深い｡今後もっといろいろな
系での研究や筆者らの実験の追試が望まれる｡
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近年､光学的な測定ではなく､励起子の運動を電気的に測定する方法が試
されており､亜酸化銅の励起子系の超流動【23､24､251の話題が議論になってい
る｡確かにBEC探しを光学的な測定に頼って行う必要はなく､もっと色々な方
法が提案されてしかるべきだろう｡
最後に励起子系のBECを論じるときに決して忘れてはならない注意を付
け加えたい｡励起子や励起子分子は有限の寿命を持つ準粒子である｡つまりこ
れも基本的に開放系の問題である｡従って粒子数の保存にしても当然条件つき
である｡このように複雑な状況にもかかわらず､何か巧妙な知恵によって､こ
の面白い量子現象を見つけようとすること､それが自然を相手にする面白いゲ
ームなのである｡そこでどんな驚きに遭遇できるか? これがこの研究の楽し
みであろう【261｡
なお､最近の原子のBEC研究の動向はhtp:〟amO.phy.gasou.edu/bee.htmlノが
充実している｡専門家向けの最新の情報であると同時に､面白い動画や解説な
ど分野外の人や科学に興味を持つ一般の人にも十分楽しめ､好奇心がそそられ
る内容である｡研究内容をわかりやすく説明し主張する姿勢と努力は大いに学
ぶべきである｡袴を着た息苦しくて閉じた世界からの脱却は次の世紀の我々の
課題だろう｡
S6.おわりに
この講義では励起子に関係するいくつかの話題を紹介し､見方によって光
物性の枠に囚われず色々な物理的鹿念を広げる研究にも便利かもしれないとい
う切り口を選んでみた｡しかし､もちろん､もっと物性に密着した切り口もあ
り､ここで示したごく限られた物質にさえ興味ある不思議な現象が多数見受け
られる｡この講義から､アプローチ次第で面白い研究テーマがあるんだなとい
う感じを知っていただければ幸いである｡最近はこの分野も大がかりな装置が
最先端の研究には必要なのかもしれないが､筆者は納税者の立場から､省エネ
ルギーを第一義に考えたいとの心情も付け加えておきたい｡
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